
 

 

 

2020年 5 月 19日 発行 

学年リーダー 安達 知恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1学年 学年通信 第３号 

5月も下旬に近づいてきました。現段階では 6月からの学校再開を目指しており、学校でも皆

さんが安心して、安全に登校できる準備を進めています。本校では安全対策チームを立ち上げ

て、3 月 24 日付で文部科学省が提示している「新型コロナウィルス感染症に対応した学校再開

ガイドライン」に従って、施設の消毒、消毒液やハンドソープ設置のさらなる強化など環境整備

に取り組んでいます。 

皆さん、いかがお過ごしですか？毎週金曜日に配信されている課題への取り組みは順調です

か？適度に体を動かし、リフレッシュをしていますか？Classi を通して、皆さんの健康状態や

課題の進捗状況の確認を継続して行っていくので、今後も入力をお願いします。また、学習に関

する新たな取り組みとしてスタディサプリとスタディサプリ ENGLISH の全校導入がスタートし

ています。中学校の復習講座から高校 1年生の超入門(英語のみ)、ベーシックレベル、スタンダ

ードレベル、ハイレベルと講座は多岐にわたります。一人一人が自分の学習進度に合わせて学べ

る教材です。これらの学習教材を有効活用して苦手科目の復習、今進めている課題の理解補充、

新たな分野の予習などに使ってください。また、各教科から配信されている課題と合わせて活用

してください。今まで以上に、Stay Homeの時間を充実させ、学びを深めていきましょう。 

 

 

 

 

 

この休校期間にふと気づいたことがあります。それはテレビで漢字クイズに答える番組を見

ていたとき、私も回答者の一人になったつもりで解いていると、当然知らない漢字にも出くわす

のですが、一方で分かるはずの漢字を忘れている、書いてみようとしても書けないということが

多々ありました。また、別の番組で、日本の空港等で外国の方に声をかけて「なぜ日本に来た

の？」とインタビューをするものだったのですが、日本の漢字が好きで、日本語で小説を書いて

みたくて日本に来たという方がいました。好きな漢字は？とインタビュアーに聞かれ、その方が

書いた漢字のレベルの高さに圧倒されました。そこで気づいたことは、最近字を書くことが極端

に減っているということです。この原稿を書くのもパソコンで、何かの記録を残すこともパソコ

ンが多くなっています。特にこの休校期間で、「書く」ことはほとんどしていないのではないか

と気づきました。授業があれば黒板を書いたり、ノートに記録を取ったり、伝達事項を書いたり

と字を書く機会もあるのですが、今はなかなかありません。それはもしかしたら、この休校期間

で学校の授業を聞いてノートを取る機会がない皆さんも同じではないでしょうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンやデジタル端末が普及していて、ペンを持ち、何かを「書く」ということが減

っている現代ですが、字を書く、記録に残すことに対するメリットはたくさんあります。

東北大学加齢医学研究所所長の川島隆太教授によると、文章を書くときの脳活動を調べて

みると、パソコンやスマホを使って文章を書いているときよりも、手書きの方が前頭前野

をよく使うそうです。それは手書きであれば、漢字などの文字や文章を考え、それを表現

する必要があるからです。活字を読むことも同様で、つまり、読み書きが脳を活性化させ、

学習効果を高めていることが分かります。前頭前野は「考える」「記憶する」「アイディア

を出す」「感情をコントロールする」「判断する「応用する」など重要な働きを担っている

ことを考えると私たちにとって、とても重要です。これらのスキルを高めることで、将来

社会人としての成功にもつながると思います。 

 

そこで、少しでも「書く」機会を増やすために、学習手帳の活用を始めてみましょう。

すでに皆さんの手元にある学習手帳で、学年通信 2号に記載した学習の目標と計画を立て

てみてください。そして、学習した結果や記録を Classi に残していきましょう。もちろ

ん、Classiと手帳の両方に残しても構いません。学習手帳の使い方は学校再開後にも説明

をしますが、まずは自分のできることを進めてみてください！また、時間がある今だから

こそ、手帳を自分なりにアレンジしてみてください。表紙にお気に入りの絵を書いたり、

写真をはさんだりと工夫して、オリジナリティ溢れる手帳を作ってみましょう。手帳を手

にしたとき、開くときに自分の気持ちが上がる！モチベーションアップにつながる！そう

いった工夫をぜひしてください。その“マイ手帳作り”をこの期間でやってみるのも楽し

めることの一つだと思います。 

 

 

 

                     

     

Classi に皆さんが入力してくれたデータを参考に集計してみました。4 月 25 日（土）

～5月 10日（日）までの学習状況です。ランキングは１日あたりの平均学習時間です。 

1位 6.9時間 

2位 5.6時間 

3位 5.2時間 

4位 4.7時間 

5位 4.6時間 

6位 4.5時間 

7位 4.4時間 

8位 4.2時間 

9位 4時間 

10位 3.9時間 

 

 

目標や計画の入力  振り返りや結果の入力 

左記のランキング内には、スタンダードクラ

ス 2 人、選抜スタンダードクラス 2 人、アド

バンスクラス 4 人、国公立アドバンス 2 人が

ランクインしています。日々の頑張りが伝わ

ってきます。共通しているのはほぼ毎日

Classi を入力、スマホ時間が少ないことが挙

げられます。また、学年の生徒全員のデータを

教科ごとに見てみると、英語、数学、理科の順

に課題に取り組む様子が見受けられます。継

続して取り組もう！ 

https://1.bp.blogspot.com/-BUk4T1ax7ng/XhaJuzrJ-UI/AAAAAAABW30/5wj3cfxp_i4SHMCMB6YofpnHES9-nbyqACNcBGAsYHQ/s1600/super_business_woman_bannou.png


 

 

みなさんは知っていましたか？毎年 5月 12日は「看護の日」、そして今年 5月 10日（日）

～16日（土）までは「看護週間」だそうです。近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲ

ールの誕生日にちなんで、看護の心、ケアの心、助け合いの心の認知、普及を目的として制

定されました。 

新型コロナウィルス流行となった 3 月、現在看護師として働いている本校卒業生が、今病

院で新型コロナウィルス感染患者さんの治療の最前線にいるという近況を知りました。まさ

に立派!!の一言で頭が下がります。きっと今も患者さんとともに戦い続けているのだと思い

ます。 

医療の現場はこれまでに経験したことがない危機的状況で、医師や看護師などの医療従事

者が命がけで立ち向かっている現状はニュース等でも頻繁に報道されています。一方で、心

ない差別に苦しんでいる現状があることも報告されています。「新型コロナウィルスの 3 つ

の顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切るために～」という発信を日本赤十字社が行って

います。3つの顔のうち“第 3”の顔は「嫌悪・偏見・差別」です。この緊急事態であるから

こそ、私たち一人ひとりが意識するべきことがあると深く考えさせられます。下記の日本赤

十字社からの発信も参考に、継続して体調管理に努めて、乗り越えていきましょう！ 

     

   

    

  

参考：日本赤十字社 HPより抜粋 


